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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

無機化学，電気化学，無機材料科学 

キーワード 

薄膜，化学気相析出(CVD)法，ナノ材料，構造規制 

所属学協会・研究会 

日本セラミックス協会，電気化学会，表面技術協会 

研究分野 無機材料・物性 

 

西野 純一 准教授 

物質工学科 

物質科学研究室 

nishino@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【近接気化型CVD法による薄膜の合成】 

キャリヤーガスを用いない近接気化型化学機相

析出(CVD)法の研究をしています。図1にビス

2,4-ペンタンジオナト亜鉛を原料としてこの合

成法によりSi単結晶基板上に150℃の低温で合

成した酸化亜鉛膜を示します。 

 

Fig.1 基板温度150℃で合成したZnO膜 

 

 

 

【構造規制材料の合成 】 

構造を規制したナノ銀の合成をしています。条件を選ぶ

ことによって高校の化学の教科書に載っているデンドラ

イト（樹枝）状の銀樹でない銀が合成できます。図 2 に

アクリル基板上に合成したひも状の銀,図 3 にアクリル

基板上に合成した部分的に配列した銀ロッドをそれぞれ

示します。 

  

 Fig.2 ひも状の銀     Fig.3 部分的に配列した 

               銀ロッド 

主要設備・得意とする技術 

XRRによる薄膜の膜厚,密度および粗さ測定 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

・公開講座2008「化学はじめの一歩」(福井高専) 

・公開講座2010-2013「オリジナル栞を作ろう」(福井高専) 

・サイエンススクエア2010「オリジナルの「しおり」を作ろう」(国立科学博物館) 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工／地域・文化 

専門分野 

ガラス材料・光物性 

キーワード 

ガラス・セラミックス・光吸収・屈折率・光ファイバー 

所属学協会・研究会 

Optical Society of America，日本物理学会，応用物理

学会 

研究分野 機能物性化学関連 

 

長谷川 智晴 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

hasegawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 多成分系ガラス材料の組成設計から物性測定まで一貫して幅広く行っています。ガラスは成分の調整で，

様々な物性をコントロールすることができます。また，ガラスは板，球，ファイバーなど様々な形状に加工

できることから，幅広い分野で応用されています。ガラスを熱処理すると，微小な結晶が数多く生成したセ

ラミックスになります。成長した結晶の性質を上手に用いると，ガラスの物性を飛躍的に向上させることも

可能になります。 

 私の研究では，ガラス中にどのように結晶が成長するかを詳細に調べ，その過程で物性値がどのように変

化するかを観察しています。具体的には，ホウ酸塩系ガラスの結晶化過程で，誘電率がどのように変化する

かを調べています。そのほかに，可視域での光学特性の変化も調査しています。光の波長より十分小さい結

晶を数多く生成することができれば，「安価で作りやすい」「高屈折率・高誘電率」のガラスが実現できるも

のと期待しています。(図は，当研究室で作製した融液状態のガラスとガラス試料の写真。) 

主要設備・得意とする技術 

【主要設備】 

ガラス溶解用電気炉(1100℃)，熱処理用小型電気炉，誘電分散測定用 LCR メーター，ガラス研磨機。 

【得意とする技術】 

各種分光測定，XRD 測定。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座や展示会でのデモ実験等を毎年行っています。 
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